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本稿は LATEXを用いて JSIK 学会誌の投稿を可能にした方式について述べる．JSIK の投稿様式に準じ
たクラスファイルを新たに作成した．本文書によりその書式を示す．

This paper presents the method to write thesises to the JSIK paper with LATEX. We made a LATEXclass
file keeping posting rules.
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1 はじめに

jsik.cls は情報知識学会誌のための LATEXクラス
ファイルです [1][2]．本ファイルはあくまでも個人用

に作成した非公式なものです。本スタイルファイル

は学会誌執筆要領に従うことを意図しております

が、場合によっては誤りを含むことがあります。あ

くまでも編集委員および執筆要領の指示に従うよう

お願いします。また、スタイルファイルに何か問題

等を見つけたら、堀までご連絡をお願いします。編

集委員会および学会事務局への問い合わせはなさら

ないようお願いいたします。

また本クラスファイルには高久氏の作成した情報

知識学会誌 BibTeX 用文献引用スタイルファイル
jsik.bst 1 が同封されています．

1http://masao.jpn.org/software/jsik bst/
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